
日本のエネルギー政策とGX

NPO法人 気候ネットワーク 山本 元

Japan Beyond Coal (JBC) 3周年記念イベント

～1.5℃目標に向け目指すべき姿と現状のギャップをいかに埋めるか～



3年間の変化 “石炭延命策”へ

• エネルギー基本計画 第5次→第6次

電源構成に占める割合 石炭火力26%→19%

• 非効率石炭火力フェードアウト
2030年までに非効率石炭火力のフェードアウト

• 温室効果ガス削減目標の引き上げ
2013年比 26%削減→46%（さらに50%）

• GX政策における課題
CCS（炭素回収貯留）、水素・アンモニア混焼の実施



重要な10年間 ２０３０年の電源構成は？
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石炭火力の新設計画が続いた結果…
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廃⽌ 残る新設は…

横須賀2号機65万kW
GENESIS松島

出典：Japan Beyond Coal



2020/7/2 読売新聞

非効率型 ９割 １００基休廃止 どうなった？

• 石炭単独のベンチマーク指標設定
• 発電効率43% USC最高水準を基準
• アンモニア・水素混焼への配慮措置



火力の脱炭素化 混焼・CCUS アンモニア・水素

出典：エネ庁資料 2021/8/４

２０３０年以降も、続・石炭火力
非連続なイノベーションで２０５０年ゼロへ？



非効率石炭火力フェードアウト施策 ３つ

出典：エネ庁資料 2021/8/４



①規制的措置（省エネ法） 神戸製鋼所の対応例

出典：神戸製鋼 中期経営計画（２０２１～２０２３年度）より

1-2号機（SC各70万kW）について…

高効率化として、周辺酒造会社への蒸

気供給、下水汚泥ペレット（都市型バイ

オマス）混焼で43％をクリアする。

碧南火力の動向を見つつ、アンモニア

混焼・専焼に取り組む。

（株主総会での質問に対する回答）

2030年ごろの構築をめざし…

8月末、関電と三井物産、三井化学、
ＩＨＩとアンモニア供給網について協
議を発表。



②容量市場 石炭火力の延命策

• 入札する非効率石炭火力については、年間

の設備利用率を５０％以下とすることを求

め、超えて稼働する場合は減額することで、

フェードアウトを促すとしている。

• しかし、８９７万kWの非効率石炭火力が容

量市場にて応札され、非効率石炭火力が温

存される要因の一つとなっている。

→早急にゼロにするべきでは？

出典：容量市場メインオークション約定結果（対象実需給年度：2026年度）より

4,031万kW



③フェードアウト計画 過半数が低炭素化

• 低炭素化への取り組みとして、バイオマ
ス、アンモニア混焼等の取り組み方針

• 半数が２０３０年まで対応なし と回答

• 現状施策では、退出を十分に促せない。



水素・アンモニア混焼、CCSなど
GX政策で強力に推進

出典：ＧＸを実現するための政策イニシアティブの具体化について



水素・アンモニアの“色分け” 政府→“色は問わない”

出典：JapanBeyondCoal ファクトシート 水素・アンモニア燃料 ─解決策にならない選択肢



アンモニア混焼の削減効果は？

石炭専焼
アンモニア２０%

混焼

発電時CO2排出 ４９２万ｔ ３９３万ｔ

アンモニア製造時
CO2排出

ー ７８万ｔ

年間CO2排出量 ４９２万ｔ ４７１万ｔ

アンモニア混焼のCO2削減効果は極めて小さいのでは？
石炭火力に2割混焼しても、CO2削減効果は4％？

出典：【ポジションペーパー】「水素・アンモニア発電の課題：化石燃料採掘を拡大させ、石炭・L N G 火力を温存させる選択肢」

https://kikonet.org/archives/21406


まとめ

•石炭火力のフェードアウトの見通し…
現状施策では不十分。さらなる対策が必要不可欠。

→削減目標の引き上げ、1.5℃目標の実現にも貢献。

• GX政策によるアンモニア混焼等の推進
アンモニアの色分けを問わない→グリーンウォッシュの温床。

CCS→適地は？化石燃料依存、再エネと比べて早期排出削減へ

の貢献度も低。



【参考】報告書制度からの排出量分析

•日本の温室効果ガスの半分

超大口の13５事業所から排出

• うち、火力発電所は7６事業所

日本全体の1/3を占める

→５７%が３７の石炭火力発電所

からの排出

出典）温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度による 201８年度データ分析（気候ネットワーク）より作成
https://www.kikonet.org/press-release/2022-06-13/analysis-on-ghg-emissions-2018

温室効果ガス
1２．５億t-CO2
（20１８年度）

https://www.kikonet.org/press-release/2022-06-13/analysis-on-ghg-emissions-2018


【参考】日本におけるCO2排出ランキング（２０１８年）

# 事業所名（事業者名） 業種
直接排出量
（CO2）

日本全体割合
（累積）

1 碧南火力発電所（中部電力 現：JERA） 発電所（石炭） 2,４４８万ｔ-CO2 ２%

2 JFEスチール 西日本製鉄所福山地区 高炉製鉄（石炭） 2,039万ｔ-CO2 3.6%

3 JFEスチール 西日本製鉄所倉敷地区 高炉製鉄（石炭） 1,634万ｔ-CO2 4.9%

4 新日鐵住金 君津製鐵所 高炉製鉄（石炭） 1,617万ｔ-CO2 6.2%

5 新日鐵住金 大分製鐵所 高炉製鉄（石炭） 1,527万ｔ-CO2 7.4%

6 新日鐵住金 鹿島製鐵所 高炉製鉄（石炭） 1,383万ｔ-CO2 8.5%

7 神戸製鋼所 加古川製鉄所 高炉製鉄（石炭） 1,375万ｔ-CO2 9.6%

8 新日鐵住金 名古屋製鐵所 高炉製鉄（石炭） 1,３６９万ｔ-CO2 10.7%

9 東京電力F&P 常陸那珂火力発電所 発電所（石炭） 1,222万ｔ-CO2 11.7%

10 電源開発 松浦火力発電所 発電所（石炭） 1,209万ｔ-CO2 12.7%

出典）温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度による 201８年度データ分析（気候ネットワーク）より作成
https://www.kikonet.org/press-release/2022-06-13/analysis-on-ghg-emissions-2018

https://www.kikonet.org/press-release/2022-06-13/analysis-on-ghg-emissions-2018


2割減

大幅減！

【参考】石炭火力 １００基休廃止 非効率型９割報道を見る

出典：政府方針「非効率石炭火力発電100基の休廃止」に関する考察
脱石炭にはほど遠い「石炭の長期延命策」であることが鮮明に

https://kikonet.org/archives/17680
https://kikonet.org/archives/17680

